
47 期生 北近江文化学科地域活動体験 (2025 年度)    
【地域活動体験学習の目的】  

■ レイカディア大学では、学生が地域活性化の担い手として活動できるよう支援することを設立目的の一つとされています。  

■ 目標達成のための具体的なプログラムの一つとして、地域との関わりやつながりを自らつくり、地域活動する「体験学習」を実施しています。  

■ この「体験学習」で、学生一人ひとりが在学中に身近な地域で「地域課題」に取り組む力を身につけることを「目的」としています。 

【取組内容】 「地域活動体験学習」は彦根キャンパスでの説明会のあと、下記の取り組みにより実施した。 

（１） 各学生が移住する地域のボランティア団体を訪問するか、又は居住地域のボランティア団体が主催する説明会に参加する。            

その結果、自身が希望するボランティア内容と体験先を選定し、体験先に申し込み後、実際の体験活動を実施した。  

（２） 活動体験は２０２6 年３月頃から初めて 7 月末頃までに、２日(２回)以上のボランティア活動を体験した。(2 回の体験先は異なっても良い)  

【報告会】 令和８年（２０２５年）９月３日（金）にクラス内報告会(健康学科と合同で実施)を開催し、各自の活動体験内容を発表しました。  

各学生の体験先や体験内容等は、次のとおりです 

 

【 分    野 】 ①環境保全 ②福祉 ③子育て支援 ④まちづくり ⑤国際交流 ⑥防災 ⑦防犯 ⑧観光 ⑨交通安全 ⑩伝統文化 ⑪その他 

【満足度評価】 ①大いに満足 ②やや満足 ③普通 ④やや不満 ⑤不満が残る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北近江 Top 戻る 

番号 体験者 体験先 分野 体験期間 体験内容の報告
満足度
の自己
評価

体験学習の成果及び反省点、今後の課題等

2026/3/5

近江八幡老人クラブ連合会ガイド　13
時30分～16時30分　参加者26名　行
程：あきんどの里→ヴォーリス記念館
→ハイド記念館→伴家住宅お雛様→
商人コース　ガイド２名

近江八幡市の老人クラブのため土地勘があるので途中でいなくなってしまわ
れる。最終的に24名が１５名になっていた。
最初からグループを離れる時は連絡してもらうことになっていたのですが。

2026/3/8

DW和ハイキング：安土駅～安土城跡
10時00分～12時30分　参加者18名
工程：JR安土駅→安土城下町→安土
城跡→JR安土駅　ガイド2名

城下町については惣講え土手跡→セミナリオ跡→東家住宅→新宮社→百々
橋→通称大手門→安土城跡。始めてのガイド実績：通称大手門も平成の発掘
調査によって見つかった所で、学者と言われる方は色々な説を唱えられるため
本当に緊張しました。ただ発掘調査の事を言っても面白くないのでお客様の
興味を引く様なガイドを心掛ける様に考えています。

2026/3/15

左義長祭りビラ配りと街角ガイド
12時00分～14時00分　街角の辻に
立ち本日の左義長祭りのビラ配り　ガ
イド３名

2026年左義長祭りのビラ配り。前日に100人の武将隊と渡御実施→ダシコン
クール審査発表・表彰式。そのため15日は何処が優勝したのか20時からの左
義長ダシの奉火の順番等記録して尋ねられた時に答えられるようにする。お客
様から求められてビラの配布をそいている訳ではないので笑顔と挨拶は必須
です。

2026/3/20

安土・八幡支部合同JRふれあいハイ
キング　安土城築城450年記念
信長のひらいた街道をゆく　約12km
ガイド10名

予約のいらない当日のみJRハイキング企画です。約22000歩(大人)目的がハ
イキング、歴史、旅行等参加者の希望が多岐に亘るため難しいのですがハイキ
ングと銘打っているためハイキングに絞り、他のコースも一緒なのですが時間
厳守、安全、無事故のガイドに徹する事です。本日は天候に恵まれ昼間は小
春日和で皆様それぞれ楽しんでいらっしゃいました。
まだまだ言葉が滑らかに出てこない、口籠る、忘れる、周りが見れない、車等の
車両から注意、生活道路状況等々判断が難しいことばかりです。
一人でも多くのお客様が近江八幡市の歴史を楽しみリフレッシュされリピー
ターとして再来湖国される様に学んでまいります。

2 H・I フードバンクひこね ②
2026/3/28

・
2026/4/11

13時半：係員ミーティング
14時：利用者入場
14時～15時：利用者は買い物かごと
バーコード添付台紙をもって商品を
選ぶ。係員は商品をチェック
15時～：後片付け

①

日によって商品の入荷数と利用者人数が違う。
各コーナーから１点選びだが、たまに２点取る方がいるので、出来だけ多くの
方に配布できるようにルールを守って頂くよう呼びかけた。
ある企業からは定期的に頂く例もあるが、最近入荷数が少ない傾向にあるの
で、まだまだ周知が足りないとの事。利用者も同じ方ばかりでなく広く来て頂く
よう呼びかける機会があればいいなと感じた。

1 K・A
近江八幡
ボランティアガイド協会

⑧

2026/5/10
手作り簡単木工遊びプログラムの
準備

2026/5/12
親子遠足で来る朽木こども園の園児
たち（2歳～5歳児16人）に手作り簡
単木工遊びプログラムの指導

2026/5/12

水茎の里から白鳥川までの間の
湖岸道路の美化活動(ゴミ拾い)午前9
時から1時間半の活動、
参加者14名、可燃物5袋、不燃ごみ2
袋を収集

2026/6/8

運動公園から白鳥川までの湖岸道路
の美化活動(ゴミ拾い)
参加者１5名、可燃物と不燃物合わせ
て９袋収集

5 Z・K
八日市手話サークル
ノアの会

②

2026/4/9
～

(毎水・木曜
日活動中)

日常の言語(主に聴覚)を手話(視覚
言語)でどのように表現するのかを会
話しながら、また時にはゲームなどし
ながら学んでいます。

①

・手話とは全く無縁の世界で生きてきましたから直接何かに貢献できるレベル
ではありませんが、少しずつ手話の単語を覚え簡単な会話ならできるようになり
ました。まだまだ日常会話は無理ですが、もっと単語と動作を習得して普通に
日常会話ができるようになりたいと思っています。
・当面の目標は、手話検定試験４級に合格することです。

6 M・F
放課後児童クラブ
「こうのとり」

③
2026/7/21

、
2026/7/29

長浜市シルバー人材センターが運営
する長期休業期間のみ開所する小規
模放課後児童クラブに、支援員のサ
ポートとして参加しました。

②

今回の体験では、参加する児童は屈託なく一様に明るく、挨拶なども元気に返
してくれます。ただ、クラブ内での多少のいじめにより参加できなくなった子も
いると聞きます。短時間の参加では運営の課題は見えませんが、地域の子ども
たちの居場所として大切な取り組みでもあり長く運営できるよう願っています。
次回は、学習支援や自由時間での活動にもっと参加できるようにしたいと思い
ます。

・毎回の参加者は大体１０数名とのこと。
・私が拾ったゴミの９割程度が、タバコの吸い殻であった。特に信号手前が多
い印象。
参加者の中に「安八いちまる会」の方がおられ、同会のサイクリングクラブを紹
介いただき、５月２３日の例会に参加。ピエリ守山まで往復35ｋｍのサイクリング
で参加者５名。

3 S・K 野遊び塾 ③ ①
子ども達の自主性に任せて親子で自由に作品を作りってもらった。木を切断し
たり、穴をあけるお手伝いをしましが、子供たちの自由な想像・発想力に感心
し、一緒に遊べ大変楽しかったです。

4 H・K
滋賀県レイカディア
大学同窓会
近江八幡支部

① ②

http://lacamaibara.com/gakka/47kitaoumi/47kitaoumi1.html
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琵琶湖畔の景観を
良くする会

① 2026/4/6

活動場所；長命寺～休暇村間の
湖岸道路沿い　15名参加
活動内容：湖岸、道路擁壁の雑草・
雑木の刈払い除去清掃

成果：初めて逢った方々（景観を良くする会）と話ができ世間が広くなった。責
任者からねぎらいの声をかけられた。
反省点：作業中の写真を取り忘れた。
課題：毎月１回あるので、次回も参加依頼されたが、可能かどうか？

滋賀県レイカディア
大学同窓会
近江八幡支部

① 2026/6/19

活動場所：白鳥川沿いの歩道、
自転車道　14名参加
環境美化活動として、歩道脇の除草・
花植栽・水やり

成果：同窓会の先輩メンバーの方と話ができ、今後のレイ大活動の参考に
なり、責任者からねぎらいの声をかけられた。
反省点：白鳥川の美化活動は初めてで要領を得なかった。
課題：同上

8 T・M よい樹伊庭の会
⑧
⑩

2026/5/18
・

2026/6/15

伊庭家・野間家の庭園整備作業
約１０人参加
両家の庭園は、季節ごとに樹木や花
の生育が変化するため、その時期に
応じた手入れが必要です。ツツジとサ
ツキが咲き終わる時期で、剪定作業
の手伝いをさせていただきました。

①

５月と６月の天候に恵まれた日に剪定作業をお手伝い出来て良かったと思い
ました。適宜、休憩と給水をとりながら、皆さん協力しながら作業ができました。
剪定・除草作業により喜んでいただいたので、今後も都合がつけば参加したい
と思いました。

2026/4/11

図鑑を持って森の中で観察会に参
加。柴刈りチームに参加し伐採されて
いるアラカシの枝を鋸で切断し、葉を
落とし、長さを揃えて束にする。大き
めの束を６束作った。

2026/5/9

作業小屋にてモチツツジのスケッチ
後、保全活動として水辺の落ち葉取り
とホタルブクロ群生地の草取り作業を
行った。

トトロの会 2026/5/27
花壇の草取り後、土を掘り返し石灰を
まいて堆肥を混ぜ込み、会員が持参
した花苗を植えた。

かじやの里の新兵衛さん 2026/6/24
畑の除草をし、代表の方が持参した
サツマイモの苗を植えた。

愛荘町観光
ボランティアガイド協会

⑧ 2026/3/21

愛荘町観光ボランティアガイド協会の
メンバー７名で安土城へ行き、
今回は副会長が安土城跡の説明をさ
れ、ボランティアガイドとしての
研修に参加しました。

①
安土城跡の説明を受けながらじっくり歩けたのは大変興味深く面白かった。副
会長の説明の仕方もわかりやすく、今後のボランティアガイドの活動の参考に
なった。みんな仲良く楽しく過ごせたのもとてもよかった。

東近江市観光
ボランティアガイド協会

⑧ 2026/6/24

６月３日に予定していた天海大僧正
ゆかりの地を訪ねる研修会が台風の
影響で中止になったため、6月24日
東近江市観光ボランティアガイド協会
永源寺支部で開催された永源寺ダム
現地研修会に永源寺観光ボランティ
アガイド５名と共に参加した。

①

支部長より永源寺ダムについて資料と共に詳しい説明を受け、ダム建設のた
めに水没した集落について昔の写真を見ながら過去の様子を想像した。
永源寺ダムの左岸がコンクリートで右岸がロックフィルの複合ダムであることを
知り、とても興味深く感じた。
永源寺ダムのボランティアガイドもできるように勉強をしなければと思った。

2026/3/3

サロン開催スタッフとして参加
町内の音楽グループを招いてみんな
で歌を歌いました。
また、昼食を一緒に頂きました。

2026/3/17

サロン開催スタッフとして参加
電子ピアノ伴奏で歌を歌いました。
また、年度末恒例のビンゴ大会で大
いに盛り上がりました。

①

サロンは、参加すると顔なじみになり、健康状態も把握できますので、高齢者の
一部ですが見守りができていると思います。
課題は、足腰が弱って参加できなくなる高齢者がいる一方、新たに参加される
高齢者が少ないことです。
如何にして新しい参加者を増やすかが課題です。
また、サロンを運営するスタッフも高齢化しており、新しいスタッフについても、
なり手が少ないことも課題です。

7 Z・M ①

11 M・H

12 Y・W 多賀区福祉会 ②

植物を育てることが好きなので、森の保全活動に興味があった。園芸とは違う
自然の中で共生していく樹木や草花にも人の手が必要なことを実感した。
生活様式の変化や開発によって減りつある里山を少しでも残したいと改めて
思った。

10 S・T ① ①

トトロの会はレイ大の卒業生たちの集まりで快く受け入れて頂いた。園芸学科
卒業生の方に花のことや土づくりのことを教えていただき大変勉強になった。
花苗は会員が種から育てておられるとのことで、私も花の種から育ててみたい
と思った。
「かじやの里の新兵衛さん」は以前義母がお世話になった施設で、お手伝い
にいった経験がある。サツマイモ苗を植えたあと新聞紙をかぶせると根つきが
良いことを教わった。守る会にもレイ大卒業の方がおられて、ボランティア活動
を続けておられることが分かった。

9 H・Y 河辺いきものの森 ① ①


